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新総合事業の参入に向けて

◇表紙（福祉・家事援助講習会）
◇就任の挨拶
◇地区懇談会質疑応答
◇各委員会からのおしらせ
◇剪定等枝葉堆肥化事業

主な内容
〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
http://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　852名
男　性　　514人　 　女　性　　338人
　　　　　　　（平成31年４月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

◇みんなの広場（就業班長編）
◇お知らせ

　
四
月
分
　
五
月
二
十
日
（
月
）

　
五
月
分
　
六
月
二
十
日
（
木
）

　
六
月
分
　
七
月
十
九
日
（
金
）

　
七
月
分
　
八
月
二
十
日
（
火
）

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
南
砺
市
役
所
の
福
光
庁
舎
改
修
工

事
に
伴
い
、
福
光
庁
舎
別
館
に
あ
り

ま
し
た
連
絡
所
を
左
記
場
所
に
移
転

い
た
し
ま
し
た
。

開
館
日
　

　
毎
月
第
三
日
曜
日
お
よ
び

　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

開
館
時
間

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

（
時
間
外
は
玄
関
に
ポ
ス
ト
設
置
）

　
四
月
一
日
付
け
で
職
員
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
事
務
局
長
　
　
　
叶
山
　
勝
之

　
事
務
局
次
長
　
　
渡
邊
　
清
乃

　
業
務
課
長
　
　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長
補
佐
　
野
村
麻
理
子

　
業
務
主
任
　
　
　
西
川
　
功
紘

　
総
務
経
理
主
任
兼
業
務
主
任
　

　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅
　
依
子

　
臨
時
職
員
　

　
　
金
丸
由
利
子
　
上
野
由
美
子

　
　
龍
田
よ
し
え

　
雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
運
営
員

　
　
久
保
　
義
則
　
堀
　
　
淳
子

　
　
山
本
　
重
夫
　
塚
八
　
栄
治

　
　
川
森
　
正
弘

《
退
　職
》

　
事
務
局
長
　
　
　
上
坂
　
　
孝

　
推
進
員
　
　
　
　
池
田
外
司
夫

　
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の
確
保
・

提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　「
人
々
が
心
を
寄
せ
合
う
中
で

文
化
が
生
ま
れ
一
人
一
人
の
日
本

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲

き
ほ
こ
ら
せ
る
事
が
で
き
る
平
和

で
穏
や
か
な
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
の
新

元
号
「
令
和
」
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
国
書
で
あ
る
万
葉
集
の
「
梅
の

花
の
歌
よ
り
」
の
出
展
で
、
考
案

者
と
さ
れ
て
い
る
方
が
富
山
市
の

高
志
の
国
文
学
館
館
長
で
あ
る
こ

と
も
う
れ
し
い
反
面
、
歴
史
の
大

き
な
節
目
に
立
ち
合
え
た
私
達
は

平
成
で
な
く
な
る
こ
と
に
淋
し
い

気
持
ち
も
し
ま
し
た
。

　
先
の
天
皇
陛
下
が
申
さ
れ
た

「
平
成
が
戦
争
の
無
い
時
代
で
終

る
事
に
心
か
ら
安
堵
し
て
い
ま

す
」
と
の
お
言
葉
ど
お
り
令
和
の

時
代
も
希
望
に
満
ち
た
若
者
の
幸

を
祈
っ
て
平
和
で
無
災
害
の
平
穏

な
時
代
で
あ
り
ま
す
様
に
と
祈
り

ま
す
。

　
　
　
（
広
報
班
　
河
合
昭
子
）

編
　集
　後
　記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

福
光
連
絡
所
が
移
転
し
ま
し
た

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

事
務
局
紹
介
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こ
の
度
、
上
坂
孝
事
務
局
長
の
後
任
と
し
て
、
四
月
一
日
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
叶
山
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
々
職
務
に
精
励
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
会
員
の
減
少
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
時
代
の
要
請
に
合
っ
た
新

た
な
就
業
機
会
の
創
出
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
会
員
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
さ
て
、
本
年
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改
元
さ
れ
た
記
念
す
べ

き
年
で
あ
り
ま
す
。
平
和
な
時
代
が
未
来
永
劫
続
く
よ
う
、
そ
し
て
当

セ
ン
タ
ー
が
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
セ
ン
タ
ー
と
し
て
今
後
益
々

発
展
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
今
後
も
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
、
お

知
恵
を
頂
き
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
班
長
改
選
の
年
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
班

長
の
一
部
で
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
職
群
班
長
》

　
城
端
植
木
一
班
　
　
髙
田
庄
之
助

　
城
端
植
木
二
班
　
　
大
浦
　
静
夫

　
城
端
障
子
一
班
　
　
中
島
　
俊
三

　
井
波
植
木
一
班
　
　
武
田
　
信
一

　
福
野
植
木
二
班
　
　
伊
藤
　
修
二

　
福
光
植
木
二
班
　
　
才
川
　
　
茂

　
福
光
草
刈
一
班
　
　
中
島
　
義
則

　
枝
葉
チ
ッ
プ
一
班
　
加
藤
　
忠
悦

　
枝
葉
チ
ッ
プ
二
班
　
川
田
　
孝
夫

《
地
区
班
長
》

　
東
石
黒
地
区
　
　
　
水
口
　
　
聡

　
　
　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
の
地
区
懇
談
会
が

一
月
中
旬
よ
り
各
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
皆
様
よ
り
、
多
く
の
ご
意

見
や
質
問
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、

慎
重
に
協
議
・
検
討
し
、
セ
ン
タ
ー

運
営
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
号
で

は
、
質
問
を
抜
粋
し
、
紹
介
し
ま
す
。

【 

就 

業 

】

Ｑ
　
年
間
の
会
員
の
入
退
会
の
差
は

前
年
度
と
比
べ
る
と
ど
う
か
。

Ａ
　
年
度
に
よ
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
マ
イ
ナ
ス
一
〇
人
で
す
。（
地
区

懇
談
会
開
催
時
）

　
企
業
の
定
年
が
六
十
五
歳
と
な

り
、
新
規
会
員
の
入
会
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
派
遣
事
業
の
場
合
、
就
業

時
間
は
月
八
十
時
間
で
し
た
が
、
業

務
拡
大
で
今
年
度
は
二
件
、
来
年
度

は
全
て
の
業
務
で
時
間
延
長
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
就
業
機
会
や
会

員
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

【 

事 

故 

】

Ｑ
　
草
刈
作
業
で
、
会
員
所
有
の
車

輛
に
飛
び
石
が
当
た
り
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
を
破
損
さ
せ
た
事
故
が
保
険
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
い
う
意

味
な
の
か
。

Ａ
　
シ
ル
バ
ー
保
険
は
、
全
会
員
が

被
保
険
者
と
な
る
た
め
、
会
員
は
第

三
者
と
し
て
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
会
員
同
士
の
賠
償
事
故
は

保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〔
会
員
の
意
見
〕
作
業
前
に
、
作
業

会
員
全
員
で
現
場
の
確
認
を
す
る
事

に
よ
り
事
故
が
減
る
と
思
う
の
で
、

必
ず
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〔
会
員
の
意
見
〕
会
員
は
、
就
業
や

安
全
管
理
に
責
任
を
も
ち
、
健
康
に

つ
い
て
も
自
己
管
理
が
大
切
で
す
。

【 

枝
葉
等
堆
肥
化
事
業 

】

Ｑ
　
剪
定
枝
葉
は
い
つ
か
ら
、
ど
こ

に
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

Ａ
　
井
口
チ
ッ
プ
場
が
閉
鎖
さ
れ
、

新
た
に
上
原
チ
ッ
プ
場
を
開
設
す
る

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
三
月
十

五
日
に
は
作
業
会
員
へ
の
説
明
会
を

開
催
し
周
知
し
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

の
間
は
、
班
長
を
通
じ
て
連
絡
し
ま

す
。
尚
、
福
野
安
居
チ
ッ
プ
場
へ

は
、
今
ま
で
通
り
持
ち
込
み
可
能
で

す
。

Ｑ
　
チ
ッ
プ
場
へ
は
、
誰
で
も
持
っ

て
い
け
る
の
か
。

Ａ
　
セ
ン
タ
ー
で
剪
定
・
伐
採
作
業

を
行
っ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
そ
の

他
の
ゴ
ミ
等
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

【 

会
員
研
修 

】

Ｑ
　
日
帰
り
会
員
研
修
は
、
評
判
が

良
く
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
　
今
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

り
は
じ
め
て
日
帰
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
評
判
が
悪
か
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
希
望
さ
れ
た
会
員
の

参
加
が
少
な
く
、
研
修
先
も
限
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
は
止
め
よ
う

と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

実
施
の
希
望
が
多
く
な
れ
ば
再
度
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【 

女
性
部 

】

Ｑ
　
昨
年
度
女
性
部
が
発
足
し
、
二

〇
二
〇
年
に
新
総
合
事
業
「
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」
へ
の
参
入
に
向
け
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
遊
休
品
バ
ザ
ー
な
ど
に

よ
る
会
員
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
女
性

部
の
集
い
も
実
施
し
、
会
員
の
横
の

繋
が
り
も
広
げ
て
い
る
。

　
近
年
は
、
在
宅
の
介
護
支
援
も
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
側
へ

の
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
今
後
も
、
就
業
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
標
に
新
規
事
業
に
向
け
て
の
勉

強
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【 

職
群
班 

】

Ｑ
　
職
群
班
員
の
高
齢
化
・
退
会
等

に
よ
り
職
群
班
で
の
就
業
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
再
編
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
は
、
班
長
同
士
で
協
議

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。

Ａ
　
シ
ル
バ
ー
は
、
自
主
・
自
立
、

共
同
・
共
助
で
運
営
し
て
い
る
の
で

事
務
局
が
一
方
的
に
決
定
は
で
き
ま

せ
ん
。
班
長
・
班
員
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
福
野
地
域
の
合
同
地
区
懇
談

会
で
は
、南
砺
市
の
薬
剤
師 

山

口
裕
幸
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
出
前
健
康
講
座
「
く
す

り
と
健
康
」
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
長

　叶
山

　勝
之

《
就
任
の
挨
拶
》

2月3日　石黒地区

2月2日　上平地域

《
福
野
地
域
合
同
地
区
懇
談
会
》

地
区
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

班
長
紹
介
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こ
の
度
、
上
坂
孝
事
務
局
長
の
後
任
と
し
て
、
四
月
一
日
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
叶
山
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
々
職
務
に
精
励
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
会
員
の
減
少
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
時
代
の
要
請
に
合
っ
た
新

た
な
就
業
機
会
の
創
出
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
会
員
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
さ
て
、
本
年
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改
元
さ
れ
た
記
念
す
べ

き
年
で
あ
り
ま
す
。
平
和
な
時
代
が
未
来
永
劫
続
く
よ
う
、
そ
し
て
当

セ
ン
タ
ー
が
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
セ
ン
タ
ー
と
し
て
今
後
益
々

発
展
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
今
後
も
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
、
お

知
恵
を
頂
き
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
班
長
改
選
の
年
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
班

長
の
一
部
で
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
職
群
班
長
》

　
城
端
植
木
一
班
　
　
髙
田
庄
之
助

　
城
端
植
木
二
班
　
　
大
浦
　
静
夫

　
城
端
障
子
一
班
　
　
中
島
　
俊
三

　
井
波
植
木
一
班
　
　
武
田
　
信
一

　
福
野
植
木
二
班
　
　
伊
藤
　
修
二

　
福
光
植
木
二
班
　
　
才
川
　
　
茂

　
福
光
草
刈
一
班
　
　
中
島
　
義
則

　
枝
葉
チ
ッ
プ
一
班
　
加
藤
　
忠
悦

　
枝
葉
チ
ッ
プ
二
班
　
川
田
　
孝
夫

《
地
区
班
長
》

　
東
石
黒
地
区
　
　
　
水
口
　
　
聡

　
　
　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
の
地
区
懇
談
会
が

一
月
中
旬
よ
り
各
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
皆
様
よ
り
、
多
く
の
ご
意

見
や
質
問
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、

慎
重
に
協
議
・
検
討
し
、
セ
ン
タ
ー

運
営
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
号
で

は
、
質
問
を
抜
粋
し
、
紹
介
し
ま
す
。

【 

就 

業 

】

Ｑ
　
年
間
の
会
員
の
入
退
会
の
差
は

前
年
度
と
比
べ
る
と
ど
う
か
。

Ａ
　
年
度
に
よ
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
マ
イ
ナ
ス
一
〇
人
で
す
。（
地
区

懇
談
会
開
催
時
）

　
企
業
の
定
年
が
六
十
五
歳
と
な

り
、
新
規
会
員
の
入
会
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
派
遣
事
業
の
場
合
、
就
業

時
間
は
月
八
十
時
間
で
し
た
が
、
業

務
拡
大
で
今
年
度
は
二
件
、
来
年
度

は
全
て
の
業
務
で
時
間
延
長
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
就
業
機
会
や
会

員
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

【 
事 

故 

】

Ｑ
　
草
刈
作
業
で
、
会
員
所
有
の
車

輛
に
飛
び
石
が
当
た
り
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
を
破
損
さ
せ
た
事
故
が
保
険
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
い
う
意

味
な
の
か
。

Ａ
　
シ
ル
バ
ー
保
険
は
、
全
会
員
が

被
保
険
者
と
な
る
た
め
、
会
員
は
第

三
者
と
し
て
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
会
員
同
士
の
賠
償
事
故
は

保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〔
会
員
の
意
見
〕
作
業
前
に
、
作
業

会
員
全
員
で
現
場
の
確
認
を
す
る
事

に
よ
り
事
故
が
減
る
と
思
う
の
で
、

必
ず
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〔
会
員
の
意
見
〕
会
員
は
、
就
業
や

安
全
管
理
に
責
任
を
も
ち
、
健
康
に

つ
い
て
も
自
己
管
理
が
大
切
で
す
。

【 

枝
葉
等
堆
肥
化
事
業 

】

Ｑ
　
剪
定
枝
葉
は
い
つ
か
ら
、
ど
こ

に
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

Ａ
　
井
口
チ
ッ
プ
場
が
閉
鎖
さ
れ
、

新
た
に
上
原
チ
ッ
プ
場
を
開
設
す
る

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
三
月
十

五
日
に
は
作
業
会
員
へ
の
説
明
会
を

開
催
し
周
知
し
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

の
間
は
、
班
長
を
通
じ
て
連
絡
し
ま

す
。
尚
、
福
野
安
居
チ
ッ
プ
場
へ

は
、
今
ま
で
通
り
持
ち
込
み
可
能
で

す
。

Ｑ
　
チ
ッ
プ
場
へ
は
、
誰
で
も
持
っ

て
い
け
る
の
か
。

Ａ
　
セ
ン
タ
ー
で
剪
定
・
伐
採
作
業

を
行
っ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
そ
の

他
の
ゴ
ミ
等
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

【 

会
員
研
修 

】

Ｑ
　
日
帰
り
会
員
研
修
は
、
評
判
が

良
く
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
　
今
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

り
は
じ
め
て
日
帰
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
評
判
が
悪
か
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
希
望
さ
れ
た
会
員
の

参
加
が
少
な
く
、
研
修
先
も
限
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
は
止
め
よ
う

と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

実
施
の
希
望
が
多
く
な
れ
ば
再
度
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【 

女
性
部 

】

Ｑ
　
昨
年
度
女
性
部
が
発
足
し
、
二

〇
二
〇
年
に
新
総
合
事
業
「
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」
へ
の
参
入
に
向
け
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
遊
休
品
バ
ザ
ー
な
ど
に

よ
る
会
員
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
女
性

部
の
集
い
も
実
施
し
、
会
員
の
横
の

繋
が
り
も
広
げ
て
い
る
。

　
近
年
は
、
在
宅
の
介
護
支
援
も
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
側
へ

の
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
今
後
も
、
就
業
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
標
に
新
規
事
業
に
向
け
て
の
勉

強
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【 
職
群
班 

】

Ｑ
　
職
群
班
員
の
高
齢
化
・
退
会
等

に
よ
り
職
群
班
で
の
就
業
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
再
編
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
は
、
班
長
同
士
で
協
議

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。

Ａ
　
シ
ル
バ
ー
は
、
自
主
・
自
立
、

共
同
・
共
助
で
運
営
し
て
い
る
の
で

事
務
局
が
一
方
的
に
決
定
は
で
き
ま

せ
ん
。
班
長
・
班
員
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
福
野
地
域
の
合
同
地
区
懇
談

会
で
は
、南
砺
市
の
薬
剤
師 

山

口
裕
幸
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
出
前
健
康
講
座
「
く
す

り
と
健
康
」
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
長

　叶
山

　勝
之

《
就
任
の
挨
拶
》

2月3日　石黒地区

2月2日　上平地域

《
福
野
地
域
合
同
地
区
懇
談
会
》

地
区
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

班
長
紹
介
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高齢者向け料理講習会
２月26日㈫／受講者25名・３月４日㈪／受講者22名

後継者育成・接遇講習会
3月28日㈭／受講者16名

チェーンソー取扱安全講習会
３月12日㈫／受講者23名

ガーデニング講習会（土づくり）
３月５日㈫／受講者25名

健康講座「笑いヨガ」
1月18日㈮／受講者21名

 

令
和
元
年
度
定
時
総
会
の
ご
案
内

　
日 

時
　
五
月
三
十
一
日
（
金
）

　
　
　
　 

午
後
二
時
よ
り

　
場 

所
　
じ
ょ
う
は
な
座

　
当
日
は
、「
げ
ん
き
南
砺
」
と
と

も
に
お
配
り
し
た
議
案
書
を
持
参
く

だ
さ
い
。

 

令
和
元
年
度
会
員
研
修
の
ご
案
内

十
月
三
日（
木
）〜
四
日（
金
）〈
兵
庫
県
〉

　
余
部
鉄
橋
「
空
の
駅
」
余
部
ク
リ

ス
タ
ル
タ
ワ
ー

　
詳
細
は
七
月
に
ご
案
内
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

入
会
説
明
会
開
催
日

　
五
月
二
十
日
（
月
）

　
六
月
二
十
日
（
木
）

　
七
月
十
九
日
（
金
）

　
八
月
二
十
日
（
火
）

時
　
間
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
　
場
　

　
南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
）

☆
出
前
入
会
説
明
会
開
催

　六
月
六
日
（
木
）

　時
　間
　午
後一時
三
十
分
か
ら

　会
　場

　春
光
荘
（
平
行
政
セ
ン
タ
ー
横
）

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以

上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
、
ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方

に
、
ぜ
ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

新
入
会
員
紹
介

　
平
成
三
十
年
八
月
一
日
か
ら
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
入

会
さ
れ
た
方
で
す
。

城
端
地
域

　
谷
口
　
　
進
　
　
中
筋
　
　
猛

　
石
村
　
幸
夫
　
　

平
地
域

　
中
嶋
　
貞
子
　
　
鉢
呂
喜
代
美

利
賀
地
域

　
平
野
　
明
美

井
波
地
域

　
粟
野
　
政
明
　
　
金
森
　
泰
樹

　
橋
場
　
一
郎
　
　
新
川
喜
代
子

　
笠
原
　
　
実

井
口
地
域

　
高
田
　
廣
美

福
野
地
域

　
屋
鋪
　
信
一
　
　
水
口
　
　
聡

　
藤
本
　
義
彦
　
　
後
藤
　
徳
賢

　
石
井
　
省
二
　
　
中
村
希
代
美

　
森
松
　
　
茂
　
　
島
田
　
邦
子

　
吉
田
　
静
枝

福
光
地
域

　
浅
地
　
京
子
　
　
土
木
　
静
子

　
冨
澤
　
　
裕
　
　
上
田
美
江
子

　
坂
本
　
正
敏
　
　
片
山
　
節
子

　
坂
上
　
孝
吉
　
　
瀬
田
　
博
子

　よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　無
事
故
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　安
全
祈
願
祭

　
去
る
四
月
十
一
日
、
第
一
回
職
群

班
長
・
就
業
班
長
会
議
が
開
か
れ
、

終
了
後
に
、
井
波
・
高
瀬
神
社
に
お

い
て
安
全
祈
願
祭
が
営
ま
れ
ま
し

た
。

　
宮
司
さ
ん
の
厳
か
な
祝
詞
の
後
、

長
尾
益
勇
理
事
長
・
定
村
謙
一
安

全
・
適
正
就
業
委
員
長
が
玉
串
を
奉

納
し
、
全
員
で
無
事
故
を
祈
願
し
ま

し
た
。

大きな声で笑い心身ともにリフレッシュ！！

講習会で学んだ土づくり、センターの土壌改良
材を使い美味しい野菜つくりにチャレンジして
みませんか？

【メニュー】
＜魚の香味焼き＞
＜豚肉とアスパラの甘酢照り焼き＞
＜鶏の治部煮＞
＜小松菜の納豆和え＞
＜カルピス寒＞

令和元年独自講習会の案内 ※草刈作業就業会員は刈払機取扱講習会を必ず受講ください。
　刈払機取扱講習会　５月16日（城端連絡所）・５月29日（道の駅 たいら）・６月７日（いのくち椿館）
　剪定講習会　　　　６月13日、14日の２日間コース（南砺市園芸植物園）

受講希望は事務所（☎22-8050）までお申し込みください。

「東洋随一のトレッスル式鉄橋」
地上40mの展望台から日本海を一望

福祉・家事援助サービ
ス事業の講習会の記事
が北日本新聞に掲載さ
れました。応募者が多
く急遽２回開催し、皆
さんの関心の高さが感
じられました。

「挨拶に一言を添えて」
良好なコミュニケーションを築く秘訣です。

《
総
務
委
員
会
よ
り
》

《
総
務
委
員
会
よ
り
》

《
広
報・地
区
活
動
委
員
会
よ
り
》

《
広
報・地
区
活
動
委
員
会
よ
り
》

《
安
全・適
正
就
業
委
員
会
よ
り
》

《
安
全・適
正
就
業
委
員
会
よ
り
》

平成30年度に開催された講習会平成30年度に開催された講習会
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三
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入
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す
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福
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希
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ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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　無
事
故
を
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っ
て
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全
祈
願
祭

　
去
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四
月
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日
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群
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長
・
就
業
班
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会
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れ
、

終
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に
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井
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瀬
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お

い
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安
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祈
願
祭
が
営
ま
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ま
し
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勇
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材を使い美味しい野菜つくりにチャレンジして
みませんか？
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＜魚の香味焼き＞
＜豚肉とアスパラの甘酢照り焼き＞
＜鶏の治部煮＞
＜小松菜の納豆和え＞
＜カルピス寒＞

令和元年独自講習会の案内 ※草刈作業就業会員は刈払機取扱講習会を必ず受講ください。
　刈払機取扱講習会　５月16日（城端連絡所）・５月29日（道の駅 たいら）・６月７日（いのくち椿館）
　剪定講習会　　　　６月13日、14日の２日間コース（南砺市園芸植物園）

受講希望は事務所（☎22-8050）までお申し込みください。

「東洋随一のトレッスル式鉄橋」
地上40mの展望台から日本海を一望
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く急遽２回開催し、皆
さんの関心の高さが感
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委
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会
よ
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》

《
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報・地
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委
員
会
よ
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》
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安
全・適
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就
業
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員
会
よ
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》

《
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全・適
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業
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会
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平成30年度に開催された講習会平成30年度に開催された講習会
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剪
定
等
枝
葉
堆
肥
化
事
業
の
安
定
稼
働

と
規
模
拡
大
を
図
る
た
め
、
城
端
上
原
地

区
に
チ
ッ
プ
場
を
新
設
し
四
月
よ
り
作
業

を
始
め
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
剪
定
作
業
で
出
た

枝
葉
を
、
新
チ
ッ
プ
場
又
は
福
野
安
居

チ
ッ
プ
場
へ
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
、
今
回
の
移
転
に
伴
い
、
井
口
久
保

地
内
の
作
業
場
は
閉
鎖
い
た
し
ま
し
た
。

　利
賀
地
域
就
業
班
長
　
　
　野
原
　勝
二

　
職
群
班
長
と
違
い
全
て
の
就
業
、
草
刈
作
業
、
運
転

業
務
、
清
掃
等
四
十
数
名
の
会
員
の
来
月
の
予
定
と
健

康
状
況
を
把
握
し
、
就
業
計
画
を
作
成
し
就
業
報
告
書

を
提
出
す
る
の
が
就
業
班
長
の
役
割
で
、
大
変
な
作
業

で
す
が
楽
し
く
就
業
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
年
少
の
私
が
長
年
就
業
班
長
を
し
て
い
る
事
が
問

題
で
あ
り
、
今
後
若
い
方
に
入
会
頂
き
後
継
者
を
育
成

す
る
の
が
私
の
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
高
齢
化
社
会
の
現
状
を
踏
ま
え
、
利
賀
地
域

の
方
々
に
喜
ん
で
頂
け
る
シ
ル
バ
ー
人
材
組
織
で
あ
り

会
員
で
あ
る
よ
う
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
協
力
ご
指
導

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　上
平
地
域
就
業
班
長
　
　
　高
原
　忠
正

　
早
い
も
の
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
十

五
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
私
の
仕
事
は
会
員
に
仕
事
を
頼

む
事
、
手
配
を
す
る
事
で
、
会
員
の
皆
様
は
器
用
な
方
が

大
変
多
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。
　

　
当
地
域
は
山
間
地
で
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
も
限
ら
れ
て
お

り
、
男
性
は
運
転
業
務
、
草
刈
り
作
業
、
雪
囲
い
外
し
作

業
、
女
性
は
清
掃
等
で
す
。
ま
た
、
若
い
人
の
入
会
も
少

な
く
今
後
仕
事
の
継
続
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
私
も
寄
る
年
波
に
勝
て
ず
今
年
七
十
五
才
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
手
足
の
動
く
限
り
脳
の
働
く
限
り
シ
ル
バ
ー

の
仕
事
に
従
事
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　平
地
域
就
業
班
長
　
　
　
　山
田
　勝
芳

　
就
業
班
長
に
な
っ
て
長
い
年
月
が
経
ち
ま
す
。

　
班
長
の
仕
事
は
発
注
者
か
ら
の
仕
事
の
内
容
を
把
握

し
、
な
る
べ
く
多
く
の
会
員
に
声
を
か
け
、
適
材
適
所

で
人
選
し
て
い
ま
す
。

　
平
地
区
は
会
員
数
が
少
な
く
高
齢
化
し
、
特
に
女
性

の
仕
事
の
確
保
に
苦
悩
し
て
お
り
、
声
掛
け
は
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
入
会
に
至
り
ま
せ
ん
。

　
先
輩
会
員
と
の
作
業
は
楽
し
く
会
話
が
弾
み
、
色
々

な
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
輪
を
大
切
に

し
、
発
注
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
今
年
も
楽
し

く
就
業
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　井
口
地
域
就
業
班
長
　
　
　西
野
　輝
夫

　
井
口
就
業
班
は
官
公
庁
、
企
業
を
中
心
に
し
た
お
客
様

の
依
頼
に
よ
り
草
刈
り
・
庭
木
の
防
除
・
剪
定
・
雪
吊
り

等
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
夏
場
の
草
刈
り
作
業
は
大
変
で
、
飛
び
石
事
故
防

止
対
策
を
充
分
に
し
て
、
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
な
い
事

が
一
番
と
の
思
い
で
、
汗
を
か
き
か
き
、
水
分
を
充
分
に

取
り
な
が
ら
仕
事
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
作
業
完
了
後

に
、
お
客
様
か
ら
「
キ
レ
イ
に
な
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
た

時
は
、
今
ま
で
の
苦
労
も
忘
れ
、
す
が
す
が
し
い
気
分
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
お
客
様
の
お
役
に
立
て
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

シルバーの土壌改良材は
こちらでお求め頂けます
シルバーの土壌改良材は
こちらでお求め頂けます

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

3月15日に城端庁舎にて事業
説明会を開催しました。施設
移転についての説明と意見交
換を行い、会議終了後剪定と
チップ作業会員と作業場の視
察を行いました。

剪
定
等
枝
葉
堆
肥
化
事
業
の
チ
ッ
プ
施
設

城
端
上
原
地
区
に
移
転

剪
定
等
枝
葉
堆
肥
化
事
業
の
チ
ッ
プ
施
設

城
端
上
原
地
区
に
移
転

福光I.C

至五箇山

至五箇山I.C至城端ダム

桜ヶ池クアガーデン●
ヨッテカーレ城端●

バロー物流センター●

南砺市クリエイタープラザ
桜クリエ●

●
自
遊
の
森

至福野
至福光駅

至福光・金沢

至井波

城端S.A

城端駅

304

桜ヶ池

千福

細木

新チップ場

東海北陸
自動車道

左より　高原班長　　　　　山田班長　　　　野原班長　　　　　　西野班長
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シルバーだより

令和元年５月10日発行

第　44　号

新総合事業の参入に向けて

◇表紙（福祉・家事援助講習会）
◇就任の挨拶
◇地区懇談会質疑応答
◇各委員会からのおしらせ
◇剪定等枝葉堆肥化事業

主な内容
〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
http://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　852名
男　性　　514人　 　女　性　　338人
　　　　　　　（平成31年４月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

◇みんなの広場（就業班長編）
◇お知らせ

　
四
月
分
　
五
月
二
十
日
（
月
）

　
五
月
分
　
六
月
二
十
日
（
木
）

　
六
月
分
　
七
月
十
九
日
（
金
）

　
七
月
分
　
八
月
二
十
日
（
火
）

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
南
砺
市
役
所
の
福
光
庁
舎
改
修
工

事
に
伴
い
、
福
光
庁
舎
別
館
に
あ
り

ま
し
た
連
絡
所
を
左
記
場
所
に
移
転

い
た
し
ま
し
た
。

開
館
日
　

　
毎
月
第
三
日
曜
日
お
よ
び

　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

開
館
時
間

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

（
時
間
外
は
玄
関
に
ポ
ス
ト
設
置
）

　
四
月
一
日
付
け
で
職
員
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
事
務
局
長
　
　
　
叶
山
　
勝
之

　
事
務
局
次
長
　
　
渡
邊
　
清
乃

　
業
務
課
長
　
　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長
補
佐
　
野
村
麻
理
子

　
業
務
主
任
　
　
　
西
川
　
功
紘

　
総
務
経
理
主
任
兼
業
務
主
任
　

　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅
　
依
子

　
臨
時
職
員
　

　
　
金
丸
由
利
子
　
上
野
由
美
子

　
　
龍
田
よ
し
え

　
雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
運
営
員

　
　
久
保
　
義
則
　
堀
　
　
淳
子

　
　
山
本
　
重
夫
　
塚
八
　
栄
治

　
　
川
森
　
正
弘

《
退
　職
》

　
事
務
局
長
　
　
　
上
坂
　
　
孝

　
推
進
員
　
　
　
　
池
田
外
司
夫

　
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の
確
保
・

提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　「
人
々
が
心
を
寄
せ
合
う
中
で

文
化
が
生
ま
れ
一
人
一
人
の
日
本

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲

き
ほ
こ
ら
せ
る
事
が
で
き
る
平
和

で
穏
や
か
な
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
の
新

元
号
「
令
和
」
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
国
書
で
あ
る
万
葉
集
の
「
梅
の

花
の
歌
よ
り
」
の
出
展
で
、
考
案

者
と
さ
れ
て
い
る
方
が
富
山
市
の

高
志
の
国
文
学
館
館
長
で
あ
る
こ

と
も
う
れ
し
い
反
面
、
歴
史
の
大

き
な
節
目
に
立
ち
合
え
た
私
達
は

平
成
で
な
く
な
る
こ
と
に
淋
し
い

気
持
ち
も
し
ま
し
た
。

　
先
の
天
皇
陛
下
が
申
さ
れ
た

「
平
成
が
戦
争
の
無
い
時
代
で
終

る
事
に
心
か
ら
安
堵
し
て
い
ま

す
」
と
の
お
言
葉
ど
お
り
令
和
の

時
代
も
希
望
に
満
ち
た
若
者
の
幸

を
祈
っ
て
平
和
で
無
災
害
の
平
穏

な
時
代
で
あ
り
ま
す
様
に
と
祈
り

ま
す
。

　
　
　
（
広
報
班
　
河
合
昭
子
）

編
　集
　後
　記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

福
光
連
絡
所
が
移
転
し
ま
し
た

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

事
務
局
紹
介


